
元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

九
七

は
じ
め
に

元
曲
（
元
雜
劇
・
散
曲
）
は
、
中
國
文
學
を
代
表
す
る
重
要
な
文
學
ジ
ャ
ン
ル

の
一
つ
で
あ
る
が
、
詩
や
詞
の
硏
究
と
比
す
れ
ば
、
そ
の
特
質
を
考
察
す
る
硏
究

は
寥
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
閨
怨
詞
」
の
連
續
な
い
し
亞

と
さ
れ

る
、
戀
愛
を
詠
っ
た
散
曲
作
品
の
表
現
上
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
先
行
硏
究
で
は

い
ま
だ
十
分
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
戰
い
を
意

し
た
「
鶯

寨
」
と
い
う
表
現
が
、

樓
を
表
す
語

と
し
て
、
元
曲
に
至
り
初
め
て
現
れ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
語
と
し
て
は
、
他
に

「
鶯

陣
」
や
「

柳
營
」「
錦
陣

營
」「
錦
營

陣
」
な
ど
が
、
散
曲
や
雜
劇

に
お
け
る

樓
の

寫
に
頻
見
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、

女
と
の
戀
を
め
ぐ

り
、
詩
詞
に
は
見
ら
れ
な
い
戰
い
の
比
喩
を
用
い
た

き
方
も
、
元
曲
の
中
で
頻

繁
に
見
ら
れ
る
。
元
初
か
ら
元
末
に
か
け
て
、
こ
の
種
の
表
現
が
大
い
に

行
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（
１
）。

本
論
は
戰
い
を
比
喩
と
し
て
用
い
る
作
品
を
扱
い
、

女
の
戀
愛
を
題
材
と
し

た
元
曲
か
ら
讀
み
取
れ
る
戀
愛
に
對
す
る
認

を
分
析
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現
が

用
い
ら
れ
る
所
以
と
そ
の
特
徵
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　

戰
い
の
場
と
化
し
た

樓

ま
ず
、
元
代
の
代
表
的
な
散
曲
集
『
梨
園
按
試
樂
府
新
聲（
２
）』（

以
下
『
樂
府
新

聲
』
と
稱
す
）
卷
中
「
滿
庭

」
の
條
に

錄
さ
れ
る
次
の
一
曲
を
み
て
み
よ
う
。

枉
乖
柳
靑
。
貪
⻝
餓
鬼
、
劼
鏝
妖
精
。
爲
幾
文
口
含
錢
做
死
的
和
人
競
。
動

不
動
捨
命
亡
生
。
向
鳴
珂
巷
里
幽
囚
殺
小
卿
。
麗
春
園
里
迭
配
了
雙
生
。
鶯

寨
埋
伏
的
硬
。
但
開
旗
决
嬴
。
誰
敢
共
俺
娘
爭
。

〔
語
㊟
〕

・
柳
靑―

勾
欄
語
。
元
曲
に
よ
く
見
ら
れ
る
曲
牌
「
柳
靑
娘
」
の
「
歇
後

語
」
的
な
使
い
方
。

女
の
お
母
さ
ん
、
す
な
わ
ち

樓
の
老
鴇
・
義
母

（
詳
し
く
は
㊟（
3
）參
照
）
を
指
す
。
元
刊
本
「
紫
雲
亭
」
第
一
折
【
賞

時･

幺
】「
也
難
奈
何
俺
那
六
臂
那
吒
般
狠
柳
靑
。
我
唱
的
那
七
國
裏

涓
也
沒
這
短
命
。
則
是
箇
八
怪
洞
裏
愛
錢
精
」。　

・
劼
鏝―

金
に
執
着
す
る
。「
鏝
」
は
錢
の
こ
と
。『
行
院
聲
嗽･

珍
寶
』

「
鈔
、
慢
地
。
使
鈔
、
辨
慢
」。「
慢
」

「
鏝
」。　

・
口
含
錢―

死
者
の
口
に
含
ま
せ
た
銅
錢
の
こ
と
。『
周
禮･

大
宰
』
の

元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

�

陳
　

文
輝
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い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
「
見
立
て
」
と
な
っ
た
物
語
と
は
「
販

船
」
で
あ

る
。

女

卿
と
書
生
雙
漸
を
主
人
公
と
す
る
雜
劇
「
販

船
」
は
、『
錄
鬼
簿
』

に
王
實
甫
「

小
卿
⺼
夜
販

船
」、
紀
君
祥
「
販

船
」、
無
名
氏
「
豫

城
人

⺼
兩
團
圓
」
と
一
作
ず
つ

錄
さ
れ
て
い
る
が
、
殘
念
な
が
ら
、
朙
代
の
曲
選
集

に
見
え
る
殘
曲
し
か
今
日
に
は
殘
さ
れ
て
い
な
い（
４
）。
完
全
な
形
を
持
つ
テ
キ
ス
ト

が
な
い
た
め
、
元
代
に

行
し
た
こ
の
雜
劇
の
實
態
を
具
體
的
に
知
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
だ
が
、
先
行
硏
究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
「
販

船
」
の
梗
槪
を
以

下
に
示
し
て
お
く（
５
）。

　

廬
州
の

女

小
卿
は
、
書
生
の
雙
漸
と
戀
仲
で
あ
っ
た
。
雙
漸
が
科
擧

に
出
か
け
た
長
い
閒
に
、
小
卿
は
操
を
守
り
、
ほ
か
の
客
を
相
手
に
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
貧
乏
書
生
の
雙
漸
を
嫌
う

樓
の
「
や
り
手
婆
」
は
、
ひ
そ

か
に
計
略
を
た
て
て
彼
女
を

商
人
の
馮
魁
に
賣
り
渡
し
た
。
舟
に
乘
っ
て

商
の
故
鄕
へ
歸
る
途
中
、
小
卿
は
雙
漸
の
こ
と
を
思
い
、
琵
琶
を
彈
き
、

金
山
寺
を
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
寺
院
の
壁
に
示
す
以
下
の
詩
を
書
き

殘
し
た
。昔

當
年
拆
鳳
凰　
　

え
ば
昔　
當
年
の
鳳
凰
は
拆さ

か
れ

至
今
消
息
兩

　
　

今
に
至
る
も
消
息
は
兩
つ
な
が
ら

た
り

棺
不
爲
橫
金
婦　
　

棺
を

す
る
も
金
を
橫む
さ
ぼる
婦お
ん
なと
は
な
ら
ず

入
地
當
尋
折
桂
郞　
　

地
に
入
る
も
桂
を
折た
お

る
郞き
み

を
尋た
づ

ぬ
當べ

し

彭
澤
曉
𤇆
迷
宿
　
　

彭
澤
の
曉
𤇆　

宿

に
迷
い

湘
夜
雨
斷
愁
腸　
　

湘
の
夜
雨　

愁
腸
を
斷
つ

新
詩
寫
記
金
山
寺　
　

新
詩　

金
山
寺
に
寫
し
記
し

高
掛
雲
㠶
上
豫
　
　

高
く
雲
㠶
を
掛
け
て
豫

に
上
る

「
大
喪
、
贊
贈
玉
、
含
玉
」
に
付
さ
れ
た
鄭
玄
㊟
に
は
「
含
玉
、
死
者
口

實
。
天
子
以
玉
」
と
あ
る
。
宋･

衞
湜
撰
『
禮
記
集
說
』
卷
二
十
「
檀
弓

下
第
四
」「
…
則
卿
大
夫
用
珠
也
、
士
用
貝
三
」。
鄭
廷
玉
元
刊
本
「
看
錢

奴
」
第
四
折
【

尾
煞
】「
只
爲
折

口
含
錢
、
干
折
了
拖
蔴
拽
布
子
」。

・
動
不
動―

口
語
。
や
や
も
す
れ
ば
。
元
刊
本
「
遇
上
皇
」【
天
下
樂
】

に
「

不
曾
遊
手
好
閒
廝
定
當
。
動
不
動
要
手

、
是
不
是
取
招
狀
。
欺

負
煞
受
饑
寒
窮
射
糧
」
と
あ
る
。　

・
鳴
珂
巷･
麗
春
園･

鶯

寨―

雜
劇
や
散
曲
に
お
い
て

女
の
住
處

「

樓
」
を
指
す
常
語
。　

・
小
卿･

雙
生―

雜
劇
「
販

船
」
の
主
人
公
、

女

卿
と
書
生
雙
漸

の
こ
と
。

〔
譯
〕

ひ
ね
く
れ
た
お
鴇
母
さ
ん
は
、
⻝
べ
物
を
む
さ
ぼ
る
「
餓
鬼
」、
金
に
執
着

す
る
化
け
物
の
よ
う
。
わ
ず
か
な
「
口
含
錢
」
で
も
必
死
に
爭
う
、
や
や
も

す
れ
ば
命
も
惜
し
ま
な
い
。「
鳴
珂
巷
」
の
中
で
か
の

卿
を
死
ぬ
ま
で
監

禁
し
、「
麗
春
園
」
の
中
で
雙
漸
の
島

し
を
決
め
て
し
ま
う
。
周
到
な
待

ち
伏
せ
を
「
鶯

寨
」
の
中
に
用
意
し
て
、
旗
を
あ
げ
て
勝
負
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
誰
が
こ
の
お
鴇
母
さ
ん
を
相
手
に
張
り
合
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
本
作
品
は
散
曲
や
雜
劇
に
頻
見
さ
れ
る

樓
を
取
り
仕
切
る
「
鴇
母
」、
い
わ

ゆ
る
「
や
り
手
婆
」
を
扱
う（
３
）。
短
い
小
令
の
中
で
、「
枉
乖
柳
靑
」「
劼
鏝
妖
精
」

「
口
含
錢
」「
做
死
的
」「
動
不
動
」「
但
～
誰
敢
～
」
な
ど
、
口
語
的
な
言
い
回
し

が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

作
品
中
に
見
え
る
小
卿
（

ち

卿
）
と
雙
生
（

ち
雙
漸
）
の
名
か
ら
、
あ
る

㊒
名
な

女
の
物
語
が
本
曲
の
背
景
に
一
種
の
「
見
立
て
」
と
し
て
仕
込
ま
れ
て



元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

九
九

手
放
そ
う
と
し
な
い
こ
と
を
い
い
、「
麗
春
園
里
迭
配
了
雙
生
」
と
は
、

卿
の

戀
人
、
貧
乏
書
生
の
雙
漸
を

樓
か
ら
遠
く
追
い
拂
う
こ
と
を
い
う
。

女
と
客

に
對
す
る
「
や
り
手
婆
」
の
こ
の
や
り
方
は
、

女
の
戀
愛
を

く
雜
劇
に
よ
く

見
ら
れ
る
常
套
手
段
で
あ
る
。

末
尾
、「
鶯

寨
埋
伏
的
硬
。
但
開
旗
决
嬴
。
誰
敢
共
俺
娘
爭
」
の
三
句
は
、

最
も
㊟
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
軍
營
を
意
味
す
る
「
寨
」、
戰
略
と
し

て
の
待
ち
伏
せ
を
意
味
す
る
「
埋
伏
」、
ず
ら
り
と
旗
が
立
ち
竝
び
、
決
戰
の
陣

を
想
起
さ
せ
る
「
開
旗
决
嬴
」
な
ど
は
、
紛
れ
も
な
く
戰
い
を
意

し
て
用
い
ら

れ
た
比
喩
表
現
で
あ
り
、

樓
で
行
わ
れ
た
「
や
り
手
婆
」
の
手
練
手
管
を

く

本
曲
の
中
心

分
で
あ
る
。

も
う
一
曲
、

樓
と
い
う
「
戰
場
」
で
懸
命
に
戰
う
「
や
り
手
婆
」
の
姿
を
再

現
し
た
作
品
を
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
『
樂
府
新
聲
』
卷
中
「
滿
庭

」
條
に
あ

る
曲
で
あ
る
。

牙
恰
母
親
。
吹
回
楚
雨
、
喝
退
湘
雲
。
把
麗
春
園
扭
做
了
迷
魂
陣
。
交
别
人

進
退
无
門
。
心
惡
義
偏
毒
最
（
狼
）〔
狠
〕。
性

搜
少
喜
多
嗔
。
百
般
的
都

難
親
近
。
除
是
鄧
通
錢
幾
文
。
便
醫
治
了
俺
娘

。

〔
語
㊟
〕

・
牙
恰―

『
行
院
聲
嗽
・
人
事
』
に
は
「
利
害
、
牙
恰
」
と
見
え
る
。
ま

た
、「
訝
掐
」
と
も
作
る
。『
朝
野
新
聲
太
平
樂
府
』（『
四

叢
刊
初
編
』
所

）
卷
七
【
大
石
調
】「
靑
杏
子
」
馬
致
遠
「
悟
迷
」
套
數
【
擂
鼓
體
】

曲
に
「
也
不
怕

母
放
訝
掐
、

知
得
性
格
兒
從
來

下
」
と
あ
る
。　

・
迷
魂
陣―

樓
全
體
を
比
喩
す
る
語
。
當
時

行
っ
た
平
話
文
學
作
品

に
見
ら
れ
る
兵
法
と
し
て
語
ら
れ
た
「
八
卦
陣
」
な
ど
の
類
を
も
じ
っ
た

言

で
あ
ろ
う
。　

　

後
に
雙
漸
は
出
世
し
、
小
卿
を
奪
い
﨤
し
て
夫
婦
と
な
っ
た
。

「
販

船
」
は
「
書
生
と

女
の
戀
愛
」
の
典
型
と
し
て
、「
書
生
と
良
家
の
娘

の
戀
愛
」
を
代
表
す
る
「
西
廂
記
」
と
と
も
に
、
元
代
の
戀
愛
雜
劇
の
二
つ
大
き

な

れ
を
な
し
て
い
た（
６
）。
元
雜
劇
や
散
曲
が

女
の
戀
愛
を

く
場
合
、
こ
の

「
販

船
」
に
登
場
す
る
人
物
や
地
名
・
情
節
を
下
旉
き
に
し
て
、
あ
る
「
見
立

て
」
の
中
で
そ
の
戀
を

い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
見
立
て
」
と
は
要
す
る
に
、「
販

船
」
に
出
て
く
る
登
場
人
物
た
ち

を
あ
る
種
の
代
名
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

樓
に
お
け
る
人
閒
關
係

を
「
販

船
」
の
類
型
に
し
た
が
っ
て

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
右
の

作
品
に
あ
っ
て
も
「
雙
生
」
と
「
小
卿
」
と
い
う
名
歬
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
中
の

女
と
客
と
は
戀
仲
で
、
二
人
の
戀
を
邪
魔
す
る
「
や
り
手
婆
」
が

女
の
「
母
」
と
し
て
君
臨
す
る
、
と
い
う
構
圖
が
暗
默
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

曲
の
歬
半
が
單
刀
直
入
に
述
べ
る
の
は
「
や
り
手
婆
」
の
金
へ
の
執
着
心
で

あ
る
。「
や
り
手
婆
」
を
「
娘
」
と
は
呼
ば
ず
「
柳
靑
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
種

の
嫌
惡
感
を
漂
わ
せ
る
だ
ろ
う
。「
貪
⻝
餓
鬼
、
劼
鏝
妖
精
」
の
句
に
い
う
「
餓

鬼
」（「
餓
鬼
衟
」
に

ち
た
飢
渴
の

し
み
に
あ
え
ぐ
亡
者
）
と
「
妖
精
」（
魔
物
、
化

け
物
）
と
は
、「
や
り
手
婆
」
の
貪
欲
さ
を
表
現
す
る
。
彼
女
は
、「
口
含
錢
」
と

呼
ば
れ
る
死
者
の
口
に
含
ま
せ
る
一
枚
か
二
枚
ほ
ど
の
銅
錢
ま
で
も
、
必
死
に
奪

い
取
ろ
う
と
す
る
。
同
義
の
動
詞
と
名
詞
が
交
互
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
出
來
た
四

字
熟
語
「
捨
命
亡
生
（
生
命
ま
で
も
捨
て
て
し
ま
う
）」
は
、「
や
り
手
婆
」
の
姿
を

よ
り
一
層
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

曲
後
半
に
な
る
と
、

女
戀
愛
物
語
の
主
人
公―

小
卿
と
雙
生―

が
登
場
す

る
。「
鳴
珂
巷
里
幽
囚
殺
小
卿
」
と
は
、「
や
り
手
婆
」
が

女

卿
を
死
ぬ
ま
で
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〇
〇

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二　

戰
い
に
喩
え
ら
れ
た
戀
愛

さ
て
、
歬
節
で
見
た
の
は
、

女
の
戀
愛
物
語
を
背
景
に
、

樓
と
い
う
戰
場

で
客
を
相
手
に
し
た
「
や
り
手
婆
」
の
戰
い
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
作

品
に
見
ら
れ
る
の
は
、
今
ま
で
論
じ
た
の
と
多
少

な
る
「
戰
い
」
で
あ
る
。

　
　
　
　

題　

情

【
中
呂
宮
・
粉
蝶
兒
】
這
些
時
意
懶
心
慵
。
悶
懨
懨
似
癡
如

。
想
當
初
倚

翠
偎
紅
。
我
風

、
他
俊
雅
、
恩
深
情
重
。
他
生
的
剔
透
玲

。
語
容
和
言

談
出
衆
。

【
醉
春
風
】
他
生
的
粉
臉
似
秋

、
春
纎
如
嫩
笋
。
鞋
弓

小
步
輕
盈
。

更
。
能
歌
善
詠
。
雁
柱
輕
移
、
冰
弦
款
撥
、
便
是
那
鐡
石
人
也
心
動
。

【
紅
綉
鞋
】
指

待
要
湖
山
畔
乘
鸞
跨
鳳
。
誰
承

陽
臺
上
雲
雨
無
踪
。
則

我
這
口
中
言
都
當
作
耳
邊
風
。
冷

了
蜂
媒
蝶
使
、
稀
踈
了
燕
侶
鶯
朋
。
多

應
是
攪
閑
人
將
話
兒
哄
。

【
剔
銀
燈
】
俏
冤
家
風

種
。
他
也
學
七
擒
七
縱
。
把
我
作
勤
兒
般
推
磨

相
調
弄
。
我
這
里
假
粧
癡
件
件
依
從
。

則
怕
傷
了
和
氣
、
觸
着

。
假

和
眞
你
心
裏
自
忖
。

【

】
你
常
好
是
不
知
輕
重
。
動
不
動
皺
了
眉
峰
。
冰
霜
般
面
扃
。

是
箇
村
紂
的
和
你
兩
箇
乍
相
逢
。
他
把
你
那
半
世
兒
淸
名
送
。

…
…

【
衟
合
】
離
恨
匆
匆
。
離
恨
匆
匆
。
天
涯
咫
尺
不
相
逢
。
覓
鱗
鴻
。
杳
無

踪
。
…
…
恨
蹙
眉
峰
。
愁
積
心
中
。
怨
恨
無
窮
。
何
時
得
、
玉
環
合
、
金
釵

輳
、
金
釵
輳
對
輳
對
上
靑
銅
。

・

搜―

「
凶
狠
、
頑
固
」
の
意
。『

解
元
西
廂
記
諸
宮
調
』
卷
三

「
老
夫
人
做
事

搜
相
、
做
箇
老
人
家
說

」。
張
相
『
詩
詞
曲
語
詞
匯

釋
』（
以
下
『
匯
釋
』
と
略
す
）
參
照
。　

・
鄧
通
錢―

お
金
の
こ
と
。
晉
・
常
璩
『

陽
國
志
・
蜀
志
』「
漢
文
帝

時
、
以
鐵
銅
賜
侍
郞
鄧
通
、
通
假
民
卓
王
孫
、
歲
取
千
疋
。
故
王
孫
貨
累

巨

、
鄧
通
錢
亦
盡
天
下
」。

〔
譯
〕

む
ご
い
お
鴇
母
さ
ん
は
、
巫
山
の
神
女
が
降
ら
せ
る
雨
も
上
が
ら
せ
、
湘
地

の
雲
も
怒
鳴
っ
て
散
ら
し
て
し
ま
う
ほ
ど
す
ご
い
人
で
、

や
か
な
麗
春
園

を
む
ざ
む
ざ
と
「
迷
魂
の
陣
」
に
變
え
て
男
を
陷
れ
る
。
心
根
は
惡
辣
で
、

そ
の
あ
く
ど
さ
は
と
言
え
ば
天
下
一
。
生
ま
れ
つ
き
の
い
こ
じ
で
、
機
嫌
の

い
い
時
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
怒
っ
て
ば
か
り
。
な
ん
と
も
親
み
に
く
い
ひ

と
。
鄧
通
の
幾
錢
か
の
金
が
母
さ
ん
の
依
怙
地
を
治
せ
る
だ
け
。

冐
頭
に
紹
介
し
た
「
滿
庭

」
と
同

、
本
作
も

女
の
口
調
を
借
り
た
代
言

體
を
採
り
、「
や
り
手
婆
」
の
手
練
手
管
の
あ
く
ど
さ
を

く
。「
魂
を
迷
わ
す

陣
」
と
は
、「
や
り
手
婆
」
が
金
を
卷
き
上
げ
る
相
手
、

ち
廓
の
客
の
た
め
に

仕
掛
け
た
わ
な
で
あ
る（
７
）。
そ
こ
で
は
「
扭
（
ね
じ
る
）」
と
い
う
口
語
的
な
表
現
が

實
に
效
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
吹
回
楚
雨
、
喝
退
湘
雲
」
の
二
句
は
、
男

女
の
情
事
を
意
味
す
る
「
雲
雨
」
を
も
じ
っ
た
表
現
で
あ
り
、「
吹
回
（
吹
き
﨤

す
）」「
喝
退
（
ど
な
っ
て
退
け
る
）」
と
い
う
「
嘴
（
く
ち
）」
に
關
わ
る
言

が
使

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
や
り
手
」
の
「
口
の
お
そ
ろ
し
さ
」
が
巧
み
に
示
さ

れ
る
。
ま
た
、「
牙
恰
」
も
同

で
、
こ
の
語
は
「
語
㊟
」
に
示
し
た
よ
う
に
、

「
廓
の
隱
語
」
で
あ
る
が
、「
や
り
手
」
の
「
利
害
」
が
「
牙
」
と
い
う
言

で
示

さ
れ
る
の
は
、
彼
女
の
性
格
以
上
に
「
口
」
が
「
利
害
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ



元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

一
〇
一

〔
譯
〕

【
中
呂
宮
・
粉
蝶
兒
】
こ
の
ご
ろ
は
意
氣
消
沈
、
う
つ
う
つ
と
ほ
う
け
て
ぼ

う
っ
と
し
て
ば
か
り
。

樓
遊
び
に
耽
っ
た
あ
の
頃
を
思
え
ば
、
私
は
粹
で

彼
女
は
素

で
、
二
人
の
仲
は
睦
ま
じ
か
っ
た
。
賢
い
彼
女
は
、
容
姿
も
話

も
群
を
拔
く
。【
醉
春
風
】
か
ん
ば
せ
は
秋
の

の

の
よ
う
、
指
は
生
え

た
ば
か
り
の
筍
そ
の
も
の
、
小
さ
い
脚
の
動
き
は
輕
や
か
、
そ
の
う
え
歌
も

詩
詠
も
上
手
。
琴
や
琵
琶
な
ど
を
手
に
か
け
れ
ば
、
冷
血
漢
で
も
心
を
動
か

さ
れ
る
。【
紅
綉
鞋
】
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を

む
が
、
誰
が
願
お
う

か
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
ど
。
私
の
言
う
こ
と
は
馬
耳
東
風
、
か
つ
て
の
戀
の

使
い
は
す
っ
か
り
用
な
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
き
っ
と
、
ど
こ
か
の
邪
魔

者
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。【
剔
銀
燈
】
愛
し
い
人
は
言
い
盡
く

せ
な
い
風

さ
。
彼
女
も
（
諸

孔
朙
の
）
七
擒
七
縱
を
マ
ネ
し
て
、
こ
の

私
を
た
だ
の
遊
び
人
と
し
て
も
て
あ
そ
ぶ
。
わ
ざ
と
閒
拔
け
な
ふ
り
を
し
て

言
う
こ
と
に
從
い
、
仲
む
つ
ま
じ
い
閒
柄
を
損
ね
て
彼
女
を
怒
ら
せ
る
こ
と

を
恐
れ
る
の
み
。
眞
か
噓
か
は
お
歬
だ
っ
て
考
え
て
み
て
お
く
れ
。【

】
い
つ
だ
っ
て
お
歬
は
分
別
の
つ
か
な
い
人
。
眉
を
顰
め
て
ご
機
嫌
斜

め
、
冷
た
く
あ
た
る
。
も
し
も
野

な
あ
ん
ち
ゃ
ん
が
相
手
と
な
っ
た
ら
、

お
歬
の
淸
ら
か
な
人
柄
が
臺
無
し
に
さ
れ
る
。
…
…
【
衟
合
】
恨
む
の
は
、

あ
わ
た
だ
し
い
別
れ
。
恨
む
の
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
別
れ
。
遠
く
に
い
て
も

近
く
に
い
て
も
巡
り
會
う
こ
と
な
く
、
傳
書
の
雁
や
鯉
は
い
ず
こ
。
…
…
恨

み
で
眉
を
よ
せ
、
愁
い
が
心
に
積
も
り
、
盡
き
な
い
の
は
怨
み
だ
け
。
い
つ

で
き
る
だ
ろ
う
か
、
玉
環
が
円
に
な
り
、
金
釵
が
對
と
な
っ
て
、
金
釵
が
對

と
な
っ
て
あ
な
た
と
二
人
で

に
映
る
の
は
。

　
こ
れ
は
朙
代
の
散
曲
集
『
盛
世
新
聲
』（
編
者
未
詳
、
正
德
十
二
年1517

年
刊

〔
語
㊟
〕

・
剔
透
玲

―

「
玲

剔
透
」
と
も
書
く
。
雙
聲
語
の
組
み
合
わ
せ
。
賢

い
さ
ま
。
關
漢
卿
「
救
風
塵
」
第
二
折
【
浪
裏
來
煞
】
に
「
你
廝
愛
女
娘

的
心
見
的
便
似
驢
共
狗
。
賣
弄
他
玲

剔
透
」
と
あ
る
。
吉
川
幸
次
郞
氏

が
「
元
曲
選
釋
」
で
は
「
玲

剔
透
、
慧
也
」
と
㊟
し
た
。　

・
攪
閑
人
・
哄―

「
攪
」
は
か
き
回
す
。「
攪
閑
人
」
は
不
詳
。
暇
を
持

て
あ
ま
し
て
噂
話
を
持
ち
か
け
る
ひ
と
の
こ
と
か
。
罵
語
か
も
し
れ
な

い
。「
哄
」
は
騙
す
、
言
い
く
る
め
る
。　

・
推
磨―

ひ
き
臼
を
ま
わ
す
。
轉
じ
て
「
い
い
か
げ
ん
に
あ
し
ら
う
、
難

儀
す
る
」
の
意
。
一
種
の
隱
語
で
あ
ろ
う
。
元
・
張
可
久
小
令
「

怨
」

に
「
赤
緊
地
板

婆
婆
。
水
性
嬌
娥
。
愛
他
推
磨
小
哥
哥
」
と
あ
る
。　

・
冤
家―

元
は
か
た
き
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
憎
い
と
思
い
な
が
ら
も
い

と
し
い
人
」
の
意
。
戀
人
に
對
す
る
愛
稱
で
あ
る
。『
匯
釋
』
參
照　

・
勤
兒―

遊
郭
に
出
入
り
す
る
男
の
こ
と
。『
南
詞
敍
錄
』
に
「
勤
兒
、

言
其
勤
於
悅
色
、
不
憚
煩
也
」
と
あ
る
。　

・
假
粧
癡―

「
假
」、「
粧
」
は
と
も
に
ふ
り
を
す
る
、
裝
う
、
の
意
。

「
癡
」
は
愚
か
、
閒
拔
け
。「
粧
癡
」
は
、
愚
か
な
ふ
り
を
裝
う
。「
假
粧

癡
」
は
わ
ざ
と
閒
拔
け
の
ふ
り
を
す
る
と
譯
を
つ
け
た
。　

・
觸
着―

「
怒
ら
せ
る
」
の
意
。
元
・
朱
凱
「
昊
天

」（『
元
曲
選
』

）

第
四
折
【
雙
調･

新
水
令
】
に
「
歸
來
余
醉
未
曾
醒
。
但
觸
着
我
這
禿
爺

爺
沒
些
干
淨
」
と
あ
る
。　

・
村
紂
的―

雙
聲
語
。「
村
冑
」
と
も
書
く
。「
村
」
は
俗
、
や
ぼ
の
意
。

「
俊
」「
雅
」
の
反
對
で
あ
る
。
ま
た
、
罵
語
と
し
て
「
下
劣
、
あ
く
ど

い
」
の
意
も
あ
る
。「
紂
」
は
「
村
」
と
同
義
で
、
二
♫
節
に
し
て
罵
語

と
し
て
「
惡
質
」
の
意
を
な
す
。『
匯
釋
』
參
照
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
〇
二

路
。
不
篩
鑼
不
擂
鼓
。

做
箇
詐
敗
佯
輸
。
等
得
你
不
來
不
去
。
心
足
意

足
。
那
其
閒
再
做
箇
姨
夫
。

〔
語
㊟
〕

・
咽
喉
路―

「
咽
喉
」
は
「
の
ど
元
の
重
地
」
の
意
。「
咽
喉
路
」
は
、

こ
こ
で
は
「
要
害
の
地
に
迯
げ
込
む
ル
ー
ト
」
を
い
う
。
戰
陣
に
お
け
る

作
戰
に
關
わ
る
言

と
思
わ
れ
る
。　

・
姨
夫―

宋
・
周
密
『
癸
辛
雜

續
集
・
姨
夫
眼
眶
』
に
「

北
人
以
兩

男
子
共
狎
一

、
則
呼
爲
姨
夫
」
と
い
う
。『
西
廂
記
』
第
五
本
第
四
折

「
紅
娘
呵
你
服
侍
箇
𤇆

兒
的
姐
夫
。
張
生
呵
你

箇
水
浸
老
鼠
的

姨
夫
」
の
王
季
思
校
㊟
に
、「
鶯
鶯
既
別
無
姊
妹
、
則
此
處
稱
鄭
恆
爲
姨

夫
、
顯
係
借
勾
欄
習
語
打
諢
」
と
あ
る
。

〔
譯
〕

【
水
仙
子
】「
軍
」
も
「
將
」
も
多
く
待
ち
伏
せ
て
、
勝
っ
た
「
姨
夫
」
だ

け
が
（

樓
を
）
獨
占
で
き
る
。（
敗
れ
た
な
ら
ば
）
旗
を
卷
き

め
、「
咽
喉

路
」
に
引
き
下
が
る
。（
引
き
上
げ
る
）
ド
ラ
も
な
ら
さ
な
け
れ
ば
（
出
擊
の
）

太
鼓
も
打
た
ず
、
ひ
と
ま
ず
負
け
と
し
よ
う
。
來
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
行
く

こ
と
も
な
く
、（
あ
の
客
と

女
が
）
飽
き
る
時
を
待
と
う
。
そ
う
な
っ
た
ら

（
俺
が
）「
姨
夫
」
に
な
っ
て
あ
げ
よ
う
。

こ
の
作
品
に
あ
っ
て
は
、

女
を
め
ぐ
る
客
同
士
の
か
け
ひ
き
、
あ
ら
そ
い
が

「
戰
爭
」
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
後
半
に
い
う
「
不
篩
鑼
不
擂
鼓
」
は
、

戀

に
敗
れ
た
ふ
り
を
し
て

女
に
戰
い
を
挑
ま
な
い
こ
と
を
恐
ら
く
述
べ
る
の

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
廓
に
お
け
る
戀
の
か
け
ひ
き
を
戀

や

女
と
の
三

つ
巴
の
戰
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
に
【
駐
馬
聽
】
を
見
て
み
よ
う
。

行
）『
詞
林

艷
』（
張
祿
編
、
嘉
靖
四
年1525

年
刊
行
）『
雍
熙
樂
府
』（
郭
勛
編
、

嘉
靖
四
十
五
年1566

年
刊
行
）
に

錄
さ
れ
た
元
の
散
曲
作
品
で
あ
る（
８
）。『
詞
林

艷
』
は
「
題
情
」、『
雍
熙
樂
府
』
は
「
離
思
」
を
小
題
と
す
る
。

最
初
の
三
曲
【
粉
蝶
兒
】【
醉
春
風
】【
紅
綉
鞋
】
は
男
性
の
綿
々
た
る
戀

の

情
を
詠
う
が
、
第
四
曲
【
剔
銀
燈
】
の
「
他
也
學
七
擒
七
縱
。
把
我
作
勤
兒
般
推

磨
相
調
弄
」
と
は
、

女
の
戀
の
か
け
ひ
き
を
「
戰
い
」
に
た
と
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

「
七
擒
七
縱
」
と
い
う
言

は
、
諸

孔
朙
の
故
事
に
由
來
す
る（
９
）。
南
方
の
蠻

族
の
王
・
孟

と
の
戰
に
際
し
、
諸

孔
朙
が
七
回
孟

を
生
け
捕
り
に
し
七
回

釋
放
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
孟

が
心
よ
り
感
服
し
、
歸
順
し
た
と
い
う
、
あ
の

㊒
名
な
逸
話
で
あ
る
。

こ
の
套
數
に
お
い
て
、
諸

孔
朙
の
よ
う
に
「
擒
」
或
い
は
「
縱
」
す
る
の
は

む
ろ
ん

女
で
あ
り
、
孟

の
よ
う
に
捕
え
ら
れ
た
り
放
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の

は
遊
郭
を
訪
れ
る
「
私
」
で
あ
る
。

女
は
自
分
に
熱
を
あ
げ
る
男
を
、
氣
分
次

第
で
呼
び
寄
せ
た
り
突
き
放
し
た
り
す
る
。
男
は

女
の
わ
が
ま
ま
に
も
ど
か
し

が
り
な
が
ら
も
、
つ
い
つ
い
そ
れ
を
許
し
て
し
ま
い
、

女
の
思
い
通
り
に
動
か

さ
れ
て
い
く
。
戀
の
か
け
ひ
き
に
お
い
て
は
、
諸

孔
朙
に
對
す
る
孟

の
よ
う

に
、
男
は
完
全
な
る
敗
者
で
あ
る
。
本
曲
に
は
、

女
に
對
す
る
戀

を
交
え

て
、
戀
の
か
け
ひ
き
に
勝
て
な
い
男
の
じ
れ
っ
た
さ
が

か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
『
樂
府
新
聲
』
卷
中
に

錄
さ
れ
た
「
喩

」（
雙
調
・【
水
仙

子
】）
と
、
楊
朝

編
『
樂
府
新
編
陽
春
白
☃（

（（
（

』
後
集
卷
五
に

錄
さ
れ
た
無
名

氏
の
套
數
雙
調
・
新
水
令
【
駐
馬
聽
】
に
お
い
て
も
、
戀
愛
が
男
の
立
場
か
ら
戰

い
に
喩
え
て

か
れ
て
い
る
。

【
水
仙
子
】
軍
多
將
廣
㊒
埋
伏
。
得
勝
姨
夫
且
占
取
。
捲
旗
旛
到
褪
咽
喉



元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

一
〇
三

「
降
書
執
寫
納
君
歬
」
に
い
う
「
君
」
が
、

女
を
指
す
こ
と
は
朙
ら
か
だ
ろ

う
。
降
參
狀
を

女
に
差
し
出
す
と
い
う
の
で
、
こ
こ
で
も
戰
い
の
相
手
は

女

な
の
で
あ
る
。

で
は
、
立
場
を
替
え
て
、
當
の

女
は

樓
を
訪
れ
て
き
た
男
と
の
戀
を
ど
う

見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
下
に
引
用
し
た
關
漢
卿
の
雜
劇
「
杜

娘
智
賞
金
線

池
」（
略
稱
「
金
線
池
」）
第
三
折
の
二
曲
を
見
て
み
よ
う（
（（
（

。
本
雜
劇
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
の
硏
究
班
が
極
め
て
優
れ
た
㊟
を
付
け
て
い

る
の
で
、
そ
の
㊟
を
も
と
に
し
て
以
下
の

分
を
見
て
み
よ
う（
（（
（

。

【
中
呂
・
粉
蝶
兒
】
朙
知
衟
書
生
。
敎
門
兒
負
心
短
命
。
盡
敎
他
海
角
飄

零
。
沒
來
由
强
風
情
。
剛
可
喜
、
男
婚
女
聘
。
徃
常
我
千
戰
千
贏
。
透
風
處

使
心
作
幸
。	

【
醉
春
風
】
能
照
顧
眼
歬
坑
。
不
堤
防
腦
後
井
。
人
跟
歬
不
您
的
喫
場
撲

騰
。
呆
賤
人
幾
時
能
勾
醒
。
醒
。
雖
是
今
番
、
係
干
宿
世
、
事
關
歬
定
。

〔
語
㊟
〕

・
敎
門
兒
負
心
短
命―

『
元
曲
選
釋
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
、「
言
以
負

心
短
命
爲
其
敎
門
、
是
彼
書
生
之
常
態
。
故
我
任
其
飄
零
而
不
顧
耳
。
海

角
飄
零
、
習
語
。
雲
窗

劇
、
自
古
多

命
、
天
涯

、
海
角
飄
零
」。

・「
沒
來
由
・
剛
風
情
」
以
下―

『
元
曲
選
釋
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
、

「

本
昔
日
之
事
。
事
之
唐
突
而
來
、
謂
之
沒
來
由
。
姻
緣
出
於
勉
强
、

謂
之
强
風
情
。
姻
緣
之
來
、
雖
是
唐
突
勉
强
、
將
得
男
婚
女
聘
、
亦
可
喜

矣
。
其
喜
未
久
、
遂
復
失
之
、
故
曰
剛
。
剛
、
纔
也
。
徃
常
我
以
下
、
懊

恨
之
辭
。
徃
常
之
我
、
千
戰
千
贏
。
今
乃
敗
露
、
止
得
使
心
作
倖
而
已
。

用
武
而
生
破
綻
、
謂
之
透
風
。
使
心
、
用
心
也
。
作
倖
、
儌
倖
也
。
玉

臺
劇
、
卻
爲
他
皓
齒
朙
眸
。
不
由
我
使
心
作
倖
。
孟
氏
評
曰
、
衷
腸
縷

【
駐
馬
聽
】
錦
陣
裏
爭
先
。
緊
捲
旗
幡
不
再
展
。

營
中
挑
戰
。
牢
拴
意
馬

與
心
猿
。
降
書
執
寫
納
君
歬
。
唇
鎗
舌
劍
難
施
展
。
參
破
脫
空
禪
。
早
抽
頭

索
甚
他
人

。

〔
語
㊟
〕

・
意
馬
心
猿―
「
心
猿
意
馬
」
と
同
じ
。
四
字
熟
語
。「
心
猿
」
は
佛
敎

語
。
心
の
欲
を
制
し
が
た
い
こ
と
を
猿
が
わ
め
き
騷
ぐ
の
に
た
と
え
て

い
っ
た
語
。『
敦
煌
變
文
集
・
維
摩
詰
經
講
經
文
』
に
「
卓
定
深
沉

測

量
、
心
猿
意
馬
罷
癲
狂
」
と
あ
る
。
元
刊
本
「
竹

舟
」【
混
江
龍
】
曲

に
「
子
把
心
猿
意
馬
牢
拴
住
。
一
任
交
星
移
物
換
、
石
爛
桑
枯
」
と
あ

る
。　

・
參
破
脫
空
禪―

參
禪
は
佛
敎
語
で
、
禪
を
學
ぶ
こ
と
。「
參
破
」
す
な

わ
ち
「
參
透
」、
見
通
す
、
看
破
す
る
、
の
意
。「
脫
空
」
は
「
僞
り
、

破
算
に
な
る
」
の
意
。
宋
・
陶
穀
『
淸

錄
』
卷
下
「
大
小
脫
空
」
條

「
長
安
人
物
繁
、
習
俗
侈
。
喪

陳
拽
寓
像
、
其
表
以
綾
綃
金
銀
者
曰
大

脫
空
、
楮
外
而
設
色
者
曰
小
脫
空
」。
こ
こ
で
は
、
仏
敎
に
譬
え
て
、

樓
遊
び
が
實
を
結
ば
な
い
こ
と
を
見
破
っ
た
こ
と
を
い
う
で
あ
ろ
う
。

〔
譯
〕

【
駐
馬
聽
】

街
で
先
頭
を
爭
う
こ
と
な
ん
か
も
う
す
る
ま
い
、
旗
を
し
ま

い
こ
み
廣
げ
る
ま
い
。
遊
郭
で
戰
い
の
檄
を
飛
ば
す
な
ど
も
う
や
る
ま
い
、

浮
つ
い
た
遊
び
心
を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
止
め
る
。
降
參
狀
を
し
た
た
め
君

に
差
し
上
げ
、
す
る
ど
い
辯
舌
も
振
る
い
難
い
。
う
そ
僞
り
の

街
遊
び
を

見
拔
き
、
早
い
う
ち
に
身
を
引
く
べ
き
で
、
人
に
說
得
さ
れ
る
ま
で
も
あ
る

ま
い
。　



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
〇
四

さ
れ
た
石
好
問
は
濟
南
に
戾
る
。
韓
輔
臣
は
、
杜

娘
と
の
復
緣
を
と
り
な

お
し
て
く
れ
る
よ
う
彼
に
賴
む
。
そ
の
依
賴
を
承
け
、
石
好
問
は
金
を
出
し

て
金
線
池
と
い
う
名
勝
の
地
で
二
人
の
和
解
の
宴
を
開
く
が
、
誤
解
が
解
け

ず
に
い
る
杜

娘
は
、
韓
輔
臣
を
思
い
な
が
ら
も
ど
う
し
て
も
彼
を
許
す
こ

と
が
で
き
ず
、
途
中
で
宴
席
を
後
に
す
る
（
第
三
折
）。
石
好
問
は
口
實
を
設

け
て
杜

娘
を
拘
束
し
て
罪
を
問
う
ふ
り
を
す
る
。
仕
方
な
く
杜

娘
は
韓

輔
臣
に
も
み
消
し
を
賴
む
が
、
韓
輔
臣
は
斡
旋
す
る
代
わ
り
に
自
分
と
の
結

婚
を
條
件
に
出
す
。
そ
れ
を
承

し
た
杜

娘
は
、
石
好
問
の
援
助
の
も
と

で
、
韓
輔
臣
と
め
で
た
く
結
婚
す
る
（
第
四
折
）。

梗
槪
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
金
線
池
」
は
、

女
の
戀
愛
物
語
と
し
て
、

男
性
の
戀
仇
が
登
場
す
る
こ
と
も
な
く
、

女
と
男
の
や
り
と
り
を
め
ぐ
る
プ
ロ

ッ
ト
を
中
心
と
し
た
、
類
型
か
ら
や
や
外
れ
た
作
品
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
曲

は
、
ヒ
ロ
イ
ン
杜

娘
が
「
や
り
手
婆
」
の
噓
を
信
じ
、
戀
人
韓
輔
臣
に
裏
切
ら

れ
た
と
勘
違
い
し
た
時
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
意
中
の
男
と
巡
り
會
い
、
戀
に

ち
、
結
婚
ま
で

見
た

女
が
、
戀
人
が
他
の
女
と
懇
ろ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

噂
を
聞
き
、
か
つ
て
の
男
性
と
の
か
け
ひ
き
に
お
け
る
「
千
戰
千
贏
」
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
今
の
男
に
眞
心
を
捧
げ
た
こ
と
を
、「
能
照
顧
眼
歬
坑
。
不
堤
防
腦

後
井
」
と
悔
し
が
る
。
男
と
の
戀
は
油
斷
大

の
「
戰
い
」
で
あ
る
と
、

女
の

口
か
ら
朙
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

樓
に
お
け
る
戀
の
か
け
ひ

き
は
、

女
に
と
っ
て
も
「
戰
い
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

明
代
の
作
品
に
つ
い
て

朙
代
の
散
曲
集
『
雍
熙
樂
府
』
に
は
、

者
の
廓
遊
び
を
諫
め
る
「
子
弟

心
」
と
い
う
主
題
の
散
曲
套
數
が
多
く
見
ら
れ
、

樓
を
戰
場
に
見
立
て
て
戀
愛

縷
、
越
罵
越
覺
其
懇
至
」。

［
譯
］

【
中
呂･

粉
蝶
兒
】
は
な
か
ら
知
っ
て
い
る
、「
書
生
」
と
い
う
も
の

は
、
み
な
讀
書
人
稼
業
の
死
に
ぞ
こ
な
い
で
浮
氣
者
。
あ
ん
な
奴
、
ど
こ

へ
で
も
行
っ
て
し
ま
う
ほ
う
が
い
い
。
や
ぶ
か
ら
棒
に
あ
た
し
に
言
い
寄

っ
て
き
て
。
あ
ら
嬉
し
や
結
婚
す
る
の
か
と
思
い
き
や
（
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
）。
戀
の
戰
場
で
百
戰
鍊
磨
の
こ
の
あ
た
し
、
い
つ
も
だ
っ
た
ら

相
手
に
わ
ざ
と
す
き
を
み
せ
、
ま
ん
ま
と
得
を
取
っ
て
み
せ
る
け
れ
ど
。

【
醉
春
風
】「
目
の
歬
の
仕
掛
は
避
け
ら
れ
る
が
、
後
ろ
の
ワ
ナ
に
は
用
心

で
き
ぬ
」
と
い
う
も
の
。
人
歬
で
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
な
き
ゃ
、
愚
か
な
あ

た
し
は
い
つ
氣
づ
く
だ
ろ
う
。
目
が
醒
め
た
わ
。
今
生
の
出
來
事
と
は
い

え
、
宿
世
の
因
緣
に
關
わ
り
、
歬
世
の
定
め
そ
の
も
の
。

雜
劇
「
金
線
池
」
の
あ
ら
す
じ
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

　

貧
乏
書
生
韓
輔
臣
は
友
人
濟
南
府
府
尹
石
好
問
が
催
し
た
宴
席
で
、

女

杜

娘
に
一
目
惚
れ
し
て
、

樓
に
住
み
込
む
こ
と
に
な
る
（
楔
子
）。
杜

娘
と
韓
輔
臣
は
す
っ
か
り
意
氣
投
合
し
て
結
婚
す
る
こ
と
を
誓
う
が
、

魁
で
あ
る
杜

娘
を
手
放
し
た
く
な
い
「
や
り
手
婆
」
は
、
彼
女
の
結
婚
に

反
對
す
る
。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
杜

娘
は
「
や
り
手
婆
」
と
大
喧

す

る
（
第
一
折
）。
石
好
問
は
任
朞
を
終
え
、
濟
南
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、

經
濟
的
な
援
助
を
失
っ
た
韓
輔
臣
は
と
う
と
う
「
や
り
手
婆
」
に

樓
か
ら

追
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
戀
人
の
杜

娘
を
心
配
し
て
韓
輔
臣
は

樓
に
忍

び
込
む
が
、「
や
り
手
婆
」
か
ら
聞
か
れ
た
彼
の
浮
氣
話
を
信
じ
込
ん
だ
杜

娘
は
、
無
情
に
も
彼
を
追
い
﨤
す
（
第
二
折
）。
再
度
濟
南
府
府
尹
に
任
命



元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

一
〇
五

富
み
、
子
弟
た
ち
は
悉
く
降
參
す
る
し
か
な
い
。
急
い
で
踵
を
﨤
そ
う
と
し

た
っ
て
、
と
っ
く
に
手
遲
れ
、
後
方
の
礮
擊
は
ど
う
し
て
防
げ
よ
う
。

　
　
　
　

子
弟

心

（『
雍
熙
樂
府
』
卷
六
〔
中
呂
宮･

粉
蝶
兒
〕「
今
日
才
知
」
套
）

【
二
煞
】
緊
的
栽

人
使
衟
術
、
賣

人
用
見

。
探

人
不
解
拖
刀
計
。

傳
書
寄

剜
人
心
膽
。
剪
髮
燃
香
剝
人
頂
皮
。
敢
將
你
腦
骨
也
都
敲
碎
。

【
尾
聲
】
常
言
衟
野

村
酒
知
滋
味
。
再
休
做
鶯

寨
兒
裏
鬼
。

【
二
煞
】
ま
こ
と
に
「

を

て
る
人
」
は
術
を
使
い
、「

を
賣
る
人
」

は
た
く
ら
み
を
用
い
、「

を
尋
ね
る
人
」
は
「
拖
刀
の
計
」
だ
と
悟
ら

ず
。
書

の
徃
來
は
人
の
心
を
抉
る
よ
う
な
こ
と
を
狙
い
、
髮
を
剪
り
線
香

を
た
い
て
愛
を
誓
う
の
は
人
の
皮
を
て
っ
ぺ
ん
か
ら
剝
が
す
よ
う
な
も
の
、

頭

骨
ま
で
も
叩
き
割
ら
れ
る
。【
尾
聲
】「
た
か
が
知
れ
た
味
わ
い
、
野
の

や
村
の
酒
」
と
諺
に
い
う
。
金
輪
際

街
に
足
を
踏
み
入
れ
る
ま
い
。

以
上
、
朙
代
の
散
曲
に
あ
っ
て
も
、
廓
と
は
命
を
か
け
た
「
戰
い
」
の
場
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遊
冶
郞
た
ち
が
改
心
を
し
て
廓
通
い
を
や
め
る
決

心
を
し
た
時
、
彼
ら
は
そ
れ
を
「
戰
場
か
ら
身
を
引
く
」、「
劍
の
下
か
ら
迯
げ

る
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

四　

詞
に
于
け
る
戀
の
か
け
ひ
き

元
代
以
後
の
曲
文
學
は
、
こ
の
よ
う
に
、
廓
に
は
戀
の
か
け
ひ
き
を
一
種
の

「
戰
い
」
と
し
て

い
た
が
、
で
は
、
曲
文
學
が
出
現
す
る
歬
の
詞
に
お
い
て

は
、
戀
愛
は
ど
の
よ
う
に

か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
戀
の
か
け
ひ
き
は
「
戰
い
」
と

し
て

か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

を
戰
い
に
喩
え
る
表
現
が
朙
代
散
曲
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
幾
つ
か
朙
代
散
曲
の
例
を
擧
げ
て
お
く
。　

　
　
　
　

子
弟
退
省

（『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
〔
仙
呂
宮･

點
絳
唇
〕「
半
生
着
迷
」
套
）

【
油

】
他
便
是
箇
塗
眉
畫
眼
啜
人
賊
。
便
㊒
多
能
多
會
多
謀
智
。
迯
不

出
一
擒
一
縱
牢

計
。

【
那
吒
令
】
你
便
㊒
七
步
才
、
他
定
下
千
條
計
。

【
尾
聲
】
他
便
㊒
千
般
俊
美
。
更
與
俺
十
分
情
意
。
也
則
索

風
拱
手
納
降

旗
。

【
油

】
彼
女
は
お
め
か
し
を
し
て
、
人
を
⻝
ら
う
「
賊
」
だ
。
た
と
え

多

多
才
の
智
謀
家
で
あ
っ
て
も
、
捕
ま
え
て
は
放
す
「
牢

の
計
」
か

ら
迯
げ
出
せ
ま
い
。【
那
吒
令
】
曹
植
の
ご
と
き
「
七
步
の
才
」
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
彼
女
は
百
方
手
を
盡
く
す
。【
尾
聲
】
彼
女
は
ど
ん
な
に
麗
し

く
、
十
分
に
心
を
盡
く
し
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
こ
ち
ら
は
た
だ
風
を

っ

て
旗
を
し
ま
い
恭
し
く
降
參
す
る
の
み
。

　
　
　
　

子
弟

心

（『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
〔
仙
呂
宮･

點
絳
唇
〕「

面
金
剛
」
套
）

【
後
庭

】
我
再
不
捨
命

迷
魂
陣
、
怕
的
是
風

劍
下
亡
。
想

翠
紅
鄕

女
娘
每
一
箇
箇
雄
壯
。
他
慣
埋
伏
㊒
智
量
。
子
弟
每
都
受
降
。
急
回
頭
都
中

傷
。
腦
後
炮
怎
的
防
。

【
後
庭

】「
迷
魂
の
陣
」
に
飛
び
込
み
命
を
捨
て
る
な
ど
、
も
う
二
度
と

す
る
も
の
か
、
恐
れ
る
の
は
「
風

の
劍
」
の
下
で
命
を

と
す
こ
と
。
思

え
ば
廓
の
女
郞
た
ち
は
一
人
一
人
勈
ま
し
く
、
待
ち
伏
せ
に
慣
れ
て
頓
智
に
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い
た
わ
る
）」
の
意
。『
匯
釋
』
參
照
。
晁
端
禮
【
點
絳
唇
】
に
「

就
百

般
、
終
是
心
腸
狠
」、
楊
無
咎
【
雨
中

令
】
に
「
欠
我
溫
存
、
少
伊

就
、
兩
處
懸
懸
地
」
と
あ
る
。

〔
譯
〕

う
ら
ら
か
な
風
光
を
歬
に
し
、
ま
た
瘦
せ
衰
え
て
い
く
。
か
の
女
に
は
た
だ

弄
ば
れ
る
ば
か
り
。
私
に
だ
っ
て
心
は
あ
ろ
う
も
の
を
。
私
を
思
い
出
せ
ば

私
を
呼
び
、
私
に
會
え
ば
私
を
の
の
し
る
。
天
よ
、
い
っ
た
い
私
に
ど
う
し

ろ
と
。

し
っ
か
り
世
話
し
て
や
っ
て
お
歬
と
懇
意
に
な
ろ
う
と
し
た
の
に
、
當
の
お

歬
は
ま
た
酒
樽
の
歬
で
眉
を
し
か
め
て
い
る
始
末
。
何
と
も
不
思
議
だ
。
私

が
と
り
わ
け
優
し
く
し
た
の
が
あ
だ
に
な
っ
た
な
ん
て
。
思
い
切
っ
て
、
振

り
切
っ
て
し
ま
お
う
、
今
度
こ
そ
こ
の
關
係
も
必
ず
終
わ
り
だ
。（
そ
う
い
っ

て
も
）
次
に
會
え
ば
、
ま
た
歬
と
同
じ
仲
に
戾
る
で
あ
ろ
う
が
。

　
黃
庭
堅
の
こ
の
「
艷
詞
」
は
、
女
性
へ
の

情
の
吐
露
す
る
の
で
も
な
く
、
あ

る
い
は
女
性
の
優
雅
な
姿
を

寫
す
る
の
で
も
な
い
。
俚
語
を
ま
じ
え
て

女
と

の
戀
の
か
け
ひ
き
を

く

例
の
展
開
を
も
つ
。

女
に
飜
弄
さ
れ
た
男
性
の
も

ど
か
し
さ
が
あ
ま
す
所
な
く

か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

淸
・
李
調
元
『
雨
村
詞
話
』（
唐
圭

編
『
詞
話
叢
編
』
第
二
册
所
　

中

書
局
）

卷
一
は
、
黃
庭
堅
の
こ
の
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

山
谷
の
詞
は
酷は
な
はだ
曲
に
似
る
。【
歸
田
樂
】
の
「
對
景
還
消
受
。
被
箇
人
把

人
調
戲
、
我
也
心
兒
㊒
」
と
云
う
が
如
き
な
り
。

山
谷
詞
酷
似
曲
、
如
歸
田
樂
云
、
對
景
還
消
受
。
被
箇
人
、
把
人
調
戲
、
我

也
心
兒
㊒
。

男
女
の
戀
愛
が
詩
歌
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
の
は
、
文
學
史
の
上
か
ら

は
「
詞
」
に
お
い
て
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
詞
」
に
お
い
て
も
、「
男
女
の

戀
情
」
や
「
戀
の
か
け
ひ
き
」
を

く
の
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
次
に
示
す

黃
庭
堅
「
歸
田
樂
引
」
は
、
そ
う
し
た
例
外
中
の
例
外
で
、「
男
の
戀
の
か
け
ひ

き
」
を

い
た
杰
作
で
あ
る（

（（
（

。

　
　
　
　

歸
田
樂
引　
　
　

黃
庭
堅

對
景
還
銷
瘦
。
被
箇
人
把
人
調
戲
、
我
也
心
兒
㊒
。

我

喚
我
、
見
我
、

嗔
我
、
天
甚
敎
怎
生
受
。
看
承
幸
廝
勾
、

是
尊
歬
眉
峰
皺
。
是
人

怪
、

冤
我
忒

就
。
拚
了

舍
了
、
一
定
是
這
回
休
了
、
及
至
相
逢

依

。

　
〔
語
㊟
〕

・
銷
瘦―

「
銷
」
は
「
消
」
と
同
意
で
、
消
耗
す
る
の
意
。　

・
被
箇
人
把
人
調
戲―

「
箇
人
」
は
彼
の
人
。「
調
戲
」
は
、
か
ら
か

う
、
弄
ぶ
。　

・
天
甚
敎
人
怎
生
受―

「
甚
」
は
、
ま
さ
に
、
眞
に
。「
怎
生
」
は
「
如

何
」「
怎

」
の
意
。　

・
看
承
幸
廝
勾―

「
看
承
」
は
、「
看
待
（
も
て
な
す
、
世
話
す
る
）」
の

意
。『
匯
釋
』
參
照
。
柳
永
【
擊
梧
桐
】
に
「
自

伊
來
、
便
好
看
承
、

會
得
妖
嬈
心
素
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
廝
勾
」
は
、「
相
近
（
近
付
く
）」、

「
相
昵
（
親
し
む
）」
の
意
。『
匯
釋
』
參
照
。
な
お
こ
の
句
に
お
い
て
、

「
看
承
」
し
、「
廝
勾
」
す
る
の
は
と
も
に
男
。　

・
是
人

怪―

「
是
人
」
は
、「
人
人
」
の
意
。『
匯
釋
』
參
照
。
こ
の
一

句
で
、「
誰
で
も
不
思
議
に
想
う
だ
ろ
う
」
の
意
。　

・
冤
我
忒

就―

「
冤
」
は
、
あ
だ
に
な
る
、
の
意
。「
忒
」
は
强
調
の

語
。「

就
」
は
、「
遷
就
（
妥
協
す
る
、
讓
步
す
る
）」、「
溫
存
（
や
さ
し
く



元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

一
〇
七

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
遊
郭
は
「
戀
」
を
賣
り
買
い
す
る
「
商
賣
の
場
」
で
あ
り
、

「
や
り
手
婆
」
は

女
と
い
う
「
商
品
」
を
廓
通
い
の
客
に
賣
り
さ
ば
き
、

女

は
噓
の
戀
で
客
を
引
き
留
め
る
。
こ
れ
ら
「
戀
の
賣
り
買
い
」
や
「
僞
り
の
戀
」

が

女
を
主
人
公
と
す
る
戀
愛
物
語
の
中
心
的
な
主
題
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た

な
い
。「
賣
り
手
」
と
「
買
い
手
」
の
「
か
け
ひ
き
」
は
、
次
第
に
「
戰
い
」
と

し
て

か
れ
、
し
た
が
っ
て
戀
を
賣
る
場
の
廓
は
次
第
に
「
戰
場
」
と
な
る
。
元

曲
に
は
、
遊
郭
全
體
を
戰
場
に
た
と
え
、
客
と
戰
い
を
交
わ
す
「
や
り
手
婆
」
の

手
練
手
管
を
面
白
可
笑
し
く

い
た
作
品
が
あ
る
が
、
想
像
す
る
に
、
そ
れ
は
恐

ら
く
、
は
じ
め
は
單
に
「
や
り
手
婆
」
の
手
練
手
管
を
面
白
お
か
し
く

こ
う
と

し
て
「
戰
爭
」
の
比
喩
を
用
い
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
元
曲
は
や
が
て
、

戀
を
賣
る

女
の
本
心
さ
え
も
「
戰
略
」
の
一
種
と
捉
え
、

女
と
客
と
の
「
や

り
取
り
」「
か
け
ひ
き
」
を
「
戰
い
」
の
一

と
し
て

く
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
戀
愛
表
現
の
定
型
を
打
ち
破
っ
た
の
み
な
ら

ず
、
戀
愛
に
對
す
る
新
し
い
認

の
現
れ
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
散
曲
を
評
價
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
社
會
全
體
の
ど
の
よ
う
な
變
化
と
結
び
つ
い

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
硏
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

㊟
（
１
）　

本
論
が
考
察
す
る
作
品
は
、
元
雜
劇
或
い
は
元
代
散
曲
集
に

錄
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
多
く
の
散
曲
作
品
の
創
作
背
景
や
時
朞
を
特
定
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で

あ
る
が
、
無
名
氏
以
外
、
考
察
出
來
る
戰
い
の
比
喩
を
用
い
た
作
者
の
狀
況
は
大
體

次
の
通
り
で
あ
る
。

彭
壽
之
、
金
朝
貞
祐
興
定
年
閒
（1214

～1221

年
）
の
生
ま
れ
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
周
德
淸
は
泰
定
元
年
（1324

年
）
に
『
中
原
♫

』
を
完
成
し
た
。

1330

年
に
『
錄
鬼
簿
』
の
初
稿
を
完
成
し
た
鍾
嗣
成
が
商
政
叔
を
「
先
輩
已

李
調
元
の
「
酷
だ
曲
に
似
る
」
と
い
う
評
論
は
、
難
解
な
俗
語
の
多
用
の
ほ

か
、
從
來
の
閨
怨
と
は
全
く

な
っ
た
、
意
中
の
女
性
に
玩
ば
れ
た
男
の
心
中
を

赤
裸
々
に
披
露
す
る
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
發
言
で
あ
ろ
う
。

作
品
の
表
現
に
㊟
目
す
れ
ば
、
本
作
品
と
歬

で
取
り
上
げ
た
散
曲
套
數
「
題

情
」
が
同
じ
內
容
を
㊒
す
る
こ
と
に
氣
付
く
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
歸
田
樂

引
」
の
「
被
箇
人
把
人
調
戲
、
我
也
心
兒
㊒
。

我

喚
我
、
見
我
、
嗔
我
」
と

「

是
尊
歬
眉
峰
皺
」
の
表
現
は
、
散
曲
「
題
情
」
の
「
他
也
學
七
擒
七
縱
。
把

我
作
勤
兒
般
推
磨
相
調
弄
」
や
「
動
不
動
皺
了
眉
峰
。
冰
霜
般
面
扃
」
と
同
じ
內

容
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

女
の
わ
が
ま
ま
を
許
し
た
男
が
、
戀
の
か
け
ひ
き
に
お

い
て
つ
ね
に
敗
者
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
黃
詞
は
、
戀
す
る
男
を
「
女
の
わ
が
ま

ま
に
振
り
回
さ
れ
る
慘
め
な
男
」
と
し
て

く
点
は
元
曲
と
同
じ
な
の
だ
が
、
た

だ
、「
戀
の
か
け
ひ
き
」
が
「
戰
い
」
と
し
て

か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
元
曲

に
あ
っ
て
は
、「
戀
の
か
け
ひ
き
」
が
「
男
女
の
戰
い
」
で
あ
り
、「
戀
し
た
者
」

は
「
戰
い
」
に
敗
れ
た
「
敗
者
」
で
あ
っ
た
が
、
黃
詞
に
は
「
廓
は
戰
場
で
あ

る
」
と
す
る
「
見
立
て
」
そ
の
も
の
が
ま
だ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
廓
を
「
戀
を
賣
る
場
」
と
捉
え
て
「
や
り
手
婆
」
を
軍
略
家
と

い

た
初
朞
の
元
曲
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
「
戀
の
か
け
ひ
き
」
そ
の
も
の
を
「
戰

い
」
と
す
る
意

は
ま
だ

分
に
は
釀
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

五　

結
び

女
の
戀
愛
を
「
戰
い
」
に
た
と
え
る
「
見
立
て
」
は
、
近
世
的
市
民
社
會

が
次
第
に
發
展
し
、「
遊
郭
」
が
大
衆
的
な
文
學
の
舞
臺
と
な
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
戲
曲
や
講
談
と
い
っ
た
盛
り
場
の
文
學
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
盛
り
場
の
文
學

が
「
遊
郭
」
を
舞
臺
に
物
語
を
展
開
し
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
で



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
〇
八

る
こ
と
も
言
及
し
て
い
る
。
本
論
は
こ
れ
を
參
照
し
た
。

（
６
）　

歬
㊟
參
考
。

（
７
）　
「
迷
魂
陣
」
の
ほ
か
、
元
曲
に
「
迷
魂
寨
」
と
い
う
用
例
も
見
ら
れ
る
が
、「
衙

門
」
や
惡
人
の
「
邸
宅
」
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

樓
の
こ
と
を
單
に

「
寨
兒
」
と
い
う
呼
び
方
も
見
ら
れ
、「
鶯

寨
」「
迷
魂
寨
」
の
ど
ち
ら
の
略
稱
で

あ
る
か
は
斷
定
し
難
い
が
、「
戰
い
」
を
匂
わ
せ
た
語
彙
で
あ
る
こ
と
に

議
は
な

か
ろ
う
。
な
お
、
本
論
で
言
及
し
た
「
牙
恰
母
親
」
と
「
枉
乖
柳
靑
」
の
二
曲
は
、

『
樂
府
新
聲
』
卷
中
「
滿
庭

」
二
〇
首
連
作
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
連
作
の

中
に
、
鴇
母
を
主
題
に
し
た
も
の
は
こ
の
二
曲
以
外
に
十
一
曲
が
殘
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
複
數
の
作
者
の
手
に
よ
っ
て
文
學
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
場
所
で
競
い
合
っ
て
創
作

さ
れ
た
連
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）　
『
盛
世
新
聲
』『
詞
林

艷
』『
彩
筆
情
辭
』
は
全
文
を
、『
九
宮
正
始
』
及
び
『
北

詞
廣
正
譜
』
は
尾
曲
「
衟
合
」
の
み
を

錄
し
て
い
る
。『
彩
筆
情
辭
』
と
『
詞
林

艷
』
は
、
と
も
に
作
者
を
「
元
・
楊
景

」（
未
詳
）
と
し
て
い
る
が
、『
九
宮
正

始
』
及
び
『
北
詞
廣
正
譜
』
は
、
作
者
を
「
元
・
季
子
安
」（
未
詳
）
と
し
て
い
る
。

隋
樹
森
氏
の
『
雍
熙
樂
府
曲
文
作
者
考
』
で
は
、『
九
宮
正
始
』
と
『
北
詞
廣
正
譜
』

が
記
錄
す
る
季
子
安
が
、
本
套
數
の
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
が
、

楊
景

と
季
子
安
に
關
す
る
考
察
に
言
及
せ
ず
、

斷
の
理
由
を
說
朙
し
て
い
な

い
。
鄭
騫
『
北
曲
新
譜
』
は
『
詞
林

艷
』
に
從
い
、
作
者
を
楊
景

と
す
る
。
本

論
で
は
作
者
の
考
察
に
立
ち
入
ら
な
い
が
、

錄
す
る
散
曲
集
を
見
る
限
り
、
い
ず

れ
に
し
て
も
本
作
品
は
元
人
の
も
の
で
あ
る
と
斷
言
で
き
る
。
作
品
の
小
題
は
『
詞

林

艷
』
に
從
っ
た
。

（
９
）　

元
代
に
は
、
白
話
小
說
『
三
國
志
演
義
』
の
歬
身
で
あ
る
「
三
國
志
平
話
」
の
元

刊
本
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
元
の

宗
時
代
に
出
版
さ
れ
た
『
至
治
新
刊
全
相

平
話
三
國
志
』
の
テ
キ
ス
ト
に
、
白
拔
き
し
た
「
諸

七
擒
孟

」
の
小
題
が
見
ら

れ
る
。
さ
ら
に
「
孔
朙
七
縱
七
擒
」
と
い
う
標
題
の
付
い
た
版
画
が
本

の
上
に
配

死
名
公
」
と
稱
し
、
劉
時
中
を
「
方
今
名
公
」
と
す
る
。
さ
ら
に
鍾
嗣
成
に

「
方
今
才
人
相
知
者
」
と
稱
さ
れ
た
曾
瑞
卿
は
、
中

初
（1260

年
頃
）
の
生

ま
れ
だ
と
考
え
ら
れ
、
至
正
初
（1341

年
頃
）
に
歲
は
七
十
餘
だ
と
思
わ
れ

た
張
小
山
と
、
至
正
五
年
（1345

年
）
に
亡
く
な
っ
た
喬

符
は
、
後
朞
元

曲
作
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。

　
　
　

以
上
の
考
察
は
、
戲
曲
・
散
曲
作
家
を
よ
り
細
か
く
分
類
し
た
曹
本
『
錄
鬼

』

と
、
孫
楷
第
氏
の
『
元
曲
家
考
略
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

1981

年
）
を
參
照
さ
れ

た
い
。

（
２
）　

編
者
・
刊
年
と
も
に
未
詳
。
本
論
で
擧
げ
る
作
品
は
『
四

叢
刊
三
編
』
所

影

元

本
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。

（
3
）　
「
鴇
母
」
は
「
假
母
」
と
も
い
う
。
唐
・
孫
棨
『
北
里
誌
』「
海
論
三
曲
中
事
」
が

唐
代
の
鴇
母
事
情
を
記
錄
し
て
い
る
。
以
下
に
原
文
を
示
す
。

平
康
里
、
入
北
門
、
東
囘
三
曲
、

諸

所
居
之
聚
也
…

之
母
、
多
假
母

也
。
亦

之
衰
退
者
爲
之
、
俗
呼
爲
「
爆
炭
」、
不
知
其
因
。
應
以
難
姑
息
之

故
也
。
諸
女
…
初
敎
之
歌
令
而
責
之
、
其
賦
甚
急
。

涉
退
怠
、
則
鞭
朴
備

至
。
皆
冐
假
母
姓
。
…
諸
母
亦
無
夫
、
其
未
甚
衰
者
、
悉
爲
諸
邸
將
輩
主
之
、

或
私

侍
寢
者
、
亦
不
以
夫
禮
待
。
…
諸

以
出
里
艱
難
、
…
皆
納
其
假
母
一

緡
、
然
後
能
出
於
里
。
其
於
他
處
、
必
因
人
而
游
、
或
約
人
與
同
行
。
則
爲
下

婢
、
而
納
㊮
於
假
母
。

（
４
）　
「
販

船
」
の
殘
曲
「
中
呂
宮
・
粉
蝶
兒
」（
這
些
時
浪
靜
風
恬
套
）
十
二
曲
は
、

俱
に
『
詞
林

豔
』『
雍
熙
樂
府
』『
盛
世
新
聲
』
に

め
る
。『
北
詞
廣
正
譜
』
に

は
十
二
曲
の
中
の
「
鬭
鵪
鶉
」
一
曲
だ
け

錄
し
、「
王
實
甫
撰
販

船
」
と
記
し

て
い
る
。

（
５
）　
「
販

船
」
の
物
語
に
つ
い
て
、
田
中
謙
二
氏
が
論
文
「
元
人
の
戀
愛
劇
に
於
け

る
二
つ
の

れ
」（『
田
中
謙
二

作
集
』
第
一
卷　

汲
古
書
院　

2000

年
）
に
お

い
て
、
物
語
の
槪
要
を
示
し
た
ほ
か
、
張

里
氏
と
趙
景
深
氏
の
指

と
考
察
が
あ



元
曲
に
お
け
る
戀
愛
と
戰
い

一
〇
九

さ
れ
て
い
る
。
日
本
內
閣
文
庫
所

の
刊
本
を
參
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
散
曲
に
使

わ
れ
る
「
七
擒
七
縱
」
は
押

の
都
合
上
文
字
を
置
き
變
え
た
結
果
で
あ
る
。

（
10
）　

刊
年
未
詳
。
貫
雲
石
が
序
文
を
撰
し
た
の
で
、
貫
氏
の
卒
年1326

年
以
歬
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
本
論
は1998

年
に
浙
江
古
籍
出
版
社
『
歷
代
散
曲
彙
纂
』
所

淸
・
嘉
靖
十
四
年
影
鈔
竝
び
精
校
し
た
元

十
卷
本
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。

（
11
）　

本
劇
は
古
名
家
雜
劇
本
、
古
雜
劇
本
、
元
曲
選
本
及
び
柳
枝
集
本
の
四
種
あ
る

が
、
本
論
は
元
曲
選
本
に
よ
っ
た
。

（
12
）　
『
吉
川
幸
次
郞
全
集
』
22
に

錄
さ
れ
た
「
元
曲
選
釋
第
二
集
・
杜

娘
智
賞
金

線
池
雜
劇
」
を
參
照
。

（
13
）　
『
中
國
文
學
の
チ
チ
ェ
ロ
ー
ネ―
中
國
古
典
歌
曲
の
世
界
』（
大
阪
大
學
中
國
文
學

硏
究
室
編　

汲
古
書
院　

2009
年
）「
歌
曲
の
二
つ
の
行
方
」
第
三

「
歌
曲
と

樓
」
に
、

樓
に
お
け
る
「
本
色
」
の
歌
曲
と
し
て
、
秦

の
「
滿
園

」（
一
向

沈
吟
久
）
と
黃
庭
堅
の
こ
の
作
品
を
擧
げ
て
解
說
を
加
え
て
い
る
。
谷
口
高
志
氏
が

執
筆
し
た
本
篇
で
、
作
品
分
析
の
眼
目
に
な
る
一
段
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

樓
に
深
く
な
じ
ん
だ
作
者
が
、
そ
こ
で
日
常
的
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
男
女

の
や
り
と
り
、
戀
の
驅
け
引
き
を
踏
ま
え
て
歌
詞
に
し
た
た
め
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
…
…
ま
た
、
そ
こ
に

き
出
さ
れ
る
女
性
像
も
、
從
來
の
閨
怨
詩
（
詞
）

の
そ
れ
と
は
全
く

な
り
、
戀
人
に
惡
態
を
つ
き
、
感
情
の
赴
く
ま
ま
に
男
性

を
飜
弄
す
る
、
能
動
的
で
主
體
的
な
存
在
と
い
え
よ
う
。
作
者
は
口
語
を
自
覺

的
に
運
用
し
、
故
意
に
下
卑
た
こ
と
ば
遣
い
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戀
の

驅
け
引
き
や

樓
で
の
男
女
の
や
り
と
り
を
實
に
活
々
と
、
生
々
し
く

い
た

の
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
本
論
に
お
け
る
「
歸
田
樂
引
」
の
譯
文
と
語
㊟
は
同
書
谷
口
氏
の
そ
れ
に
よ

っ
た
。


